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令和５年度 事業計画 

 
Ⅰ．令和５年度 事業計画 
  令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

 
１．連合会運営に関する活動 
  定時総会・表彰式の開催                  ６月２日予定 
  理事会の開催            定時会（５月、３月）、臨時会（随時） 
  事務局長・担当者会議の開催                １２月予定 
  そのほか各種委員会を適宜開催する 

 
２．土木施工管理技士の技術力及び社会的地位の向上 
（１）会誌「JCM レポート」の発行 年６回 
（２）講習・研修テキストの提供・紹介 
（３）講習・研修の講師及び現場見学の紹介 

 
３．土木施工管理技士に関する制度の普及、表彰、情報収集及び調査研究 
（１）組織拡充のための活動 
（２）ホームページによる情報提供 
（３）技士会・技士会会員等の表彰事業の実施 
（４）土木施工管理技士会倫理要綱の周知・広報 

 
４．施工管理技術等に関する継続学習制度の運営、講習会の実施及び図書の刊行 
（１）継続学習制度（CPDS）の運営 
  ① CPDS の管理運営 

・新規加入、技術者証（会員証）の発行、学習履歴の登録及び証明、学習プロ

グラムの登録等 
・技術委員会を通じて CPDS 制度の運営の検証および変更 

  ② CPDS に関する技士会に対する助成の実施 
（２）土木施工管理に関する研修及び講習会等の実施 
  ① 監理技術者講習の推進 
   ・監理技術者講習の実施 受講者数の拡大への取り組み 

・講習に関する技士会に対する助成の実施 
  ② 各種セミナー等の推進 
   ・JCM セミナー・維持管理セミナーの実施 

「基礎から学ぶ「建設関係法令及び建設関連新技術等」」 
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「覗いてみよう現場のＤＸ」 
「維持管理基礎講座Ⅲ 道路橋編」 

   ・DVD セミナーの実施 
「事例から学ぶ「現場の失敗」のしくみ Part.2」 
「土木工事現場のための ～基礎から学ぶ安全衛生管理～」 
「～よいコンクリートの構築と延命化技術～」 
「維持管理基礎講座 河川編」 
「残業を削減する７つの方法」 
「その一言で現場が目覚める」 

 
  JCM セミナー、維持管理セミナーについてはサテライト方式を積極的に取り

入れる。個別リモートでの開催については検討を推進する。 

 
（３）土木施工管理に関する図書の発行予定 

①維持管理基礎講座Ⅲ 道路橋編     改訂版 

 
５．工事の安全・品質及び効率の向上に関する調査研究 
（１）土木施工管理技術論文・報告の募集と表彰及びその活用 
（２）災害対策を中心とした施工現場の調査・視察 
（３）現場環境を改善する等職場の魅力の向上 

 
６．前２号から５号に関する、発注者との意見交換会、施策の提言の実施、調査研究

及び正会員である土木施工管理技士会の活動の促進 
（１）国土交通省との意見交換会 
（２）ブロック毎の地方整備局・県等との意見交換会 
（３）国・県との意見交換会等を含め各技士会の活動への助成の実施 
（４）他団体との情報交換及び情報の収集 

 
７．その他 
（１）技士会連合会設立 30 周年記念式典の開催 
    ６月２日の総会に合わせて実施する 
（２）公益目的支出計画の着実な執行 
    公益目的支出事業  ①会誌資料事業 
              ②技術論文事業 
              ③表彰事業 
              ④調査研究事業 
                現地調査の実施 


